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◆ SI 単 位 と 土 質 工 学 （そ の 2）

東京大学生産技術研究所教授 工 博 圭 朱 孟 鞏節

4． SI単位を用い る場合の 問題点

　わ が 国 の 工業は ， 明治時代に 欧米か らの 技術導 入 に よ っ

て 起 こ っ た とい え るの で
， そ こ で 用い る諸単位 は ヤ ード ・

ポ ソ ド法系統 の もの が 多く，

…
時は 尺貫法と メ ートル 法 と

の 3系統 ぶ 混用 された が ， そ の 後期限 を定め て メ ートル 法

に 統一
す る こ とに な り，こ れ は 何 回 か の 延期 を み な が ら

1959年 に よ うや く実現 した 。 しか し これ ら の 過程を 通 じて

工業界 で は ， 力の 大きさ の 単位に 物体に働 く重力 の 大 きさ

を 使 う，い わ ゆ る 重力単位 を使うの ボ普通で あ っ た か ら，

今 回 同 じメ ー トル 法系統 とは い っ て も重力を切 り離 した絶

対単位 を基礎として い る SI 単位 に 移行す る こ とに な る と ，

と くに 力 が 関 係 す る 諸単位 で は，標準 の 重力加速度 9 は

9．80665m ／s2 で あ る と い うこ とで ， 換算上 数値 を 伴 う而倒

な問題 が生ず る の で あ る 。 そ こ で こ こ で は まず，力を 中心

と して 重 力単位 と SI 単 位 の 関 係 を 改 め て 解説 して み る こ

とにす る 。

　力 F が質景 觸 の もの に 慟い て 加速度 α が牛 じ る と ぎに

は

F ＝ma 　
…………・・…・・……

　　
・・…・・……・…

　 （1）

で あ る か ら ， 質量 の 単位に kg，加速度 の 単位 に m ／s2 を

使 うと ， 力 の 単位 は kg ・m ／s2 とな っ て ，こ れ を 二 ＝一ト

ン （N ）と呼ぶ （表
一3参照）。 こ の ニ

ュ
ー

ト ン は ， 従来の CGS

単位 で よ く用 い られ て い る 質量 1g の もの 1・e 働 い て 1 ガ ル

（cm ／s2）の 加速度を生ず る よ うな 力 の 単位 1 ダ イ ソ （g・cm ／

s2）と比 べ る と 10s倍大き い わ けで あ るが，　 SI単位で は 力

の 単位 と して ダ イ ソ を 使わ ず に （表
一10 参照 ）， ニ ュー ト

ソ を採用 して い る 。

　しか しま た 力の 単位と して は ， 質景 1kg の 物体に 標準

の 重力加速度 g が 働 い た と き の 重 さ ， す な わ ち 力 を lkg

重 （kgfまた は kgw＞とす る こ と も普通 に 行 な わ れ ， これ

を上述 の 絶対単位に 対 して重力単位 と呼ぶ わ けで あ るbS，
一般に 今ま で は こ の 重量（力）の 単位 も kg と 書い て ， 質量

の 単位 kg と区別 しない で 混用す る こ と力移 か っ た 。 そ こ

で い ま こ の 両単位 の 関係 を 改め て は っ き り区別 して 示 せ ば ，

（1）式に m ＝＝1kg ，　 a ；9 ＝9．80665　m ／s2，　F ＝ 1kgf を 代入 し

て

1kgf＝9．80665　kg・m ／s2＝9．80665　N −　…一・…
〔2）

とな る 。 そ して こ の 関係は ， 概略的 に は

MayJ973

　　　1kgf ≒ 10N　−・・tt・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　…・t−・…
　
一・
（3）

と考 え て よい 場合 も多い で あろ う。

　た だ し こ の よ うに し て 力 の 単位 に N を 採 用 す る と，力を

含む諸単位 ， た とえば単位 面積あた りの 力 ， 単位体積あた

りの 重量 ， 曲げ モ ーメ ソ トな どは そ れ ぞ れ N ／m2 ，　N ／皿
3，

N ・m とな るボ ，
こ れ ら の 単位を そ の ま ま 用 い る と わ れ

わ れ が 日常よ く用 い て き た 単位 との 間 に は その 倍数 の 関係

で ， 不 自然 な 関係 の もの が で て くる の で ，適当な SI 接頭

語を 利用 した 方が よ くな り， た とえば

　　　1tf／m2 ＝O．1　kgf／c 皿
2
≒ 104　N／m2 ＝10kN ／m2 …（4）

　　　1tf／ms ＝ユgf／cm3 ≒ 10a　N／m3 ＝ 10　kN ／m3 ・一・
（5）

　　　1　kgf・cm ≒O．1　N ・m ……・・一・・…一…一 ……・…〔6）

な ど とな る 。 な お N ／m2 は パ ス カ ル （Pa），　 N ・m は エ ネ

ル ギ ー，仕事，熱量 の 単位 の と きに は ジ ュール （J）と呼 ぶ

こ とが ある （表
一3参照）。

　 ，　　　　　　　　　　　　　　　，　　ドr　　　，　tt，　　　　　，，　＿　　　，　　　　　　nT　　“t　，　　　　　　u 　，　　　　A ．　　L 　　も　，t　　ザ

　 と こ ろ で 土 頁 ⊥ ￥ の 分 野 で の b ⊥ 早 反 の 艮 い K
コTS

ご 乞 ・弓

え る と，

一般 に 静力学的な問題 は ，水 ， 土 ， 構造物 とい っ

た もの の 重量 に 起因 して い る こ とが 多い の で ，同 じ重力 の

場 で は こ れ を単位 の 中 に 組 み 込 ん で し ま っ て い る重力単位

が便利で ， た とえ ば水 の 単 位体積重量 は 1gf／cm3 また は

1tf／mZ であり， そ れ を 9，80　kN ／m3 とい うよ うに ， い ち

い ち g を 乗 じた SI 単位 を 使 うの は 大 変面倒 で あ る 。 こ の

不便をなくす に は ， 普通 に は g＝10m ／s2 と割 りき っ て 考

え る の も
一

つ の 方法で あ ろ う。 た だ し 月の 世界で の 土質工

学で は 重 力 の 大 き さが 地球 と は 異な る の で ， この よ うな場

合に は SI 単位 の 合理性 カミ浮 か び 上が っ て くる し， ま た動

力学的 な問題 で は ，た とえ ぽ 運動 エ ネ ル ギ ー
は mv2 ／2 で

十分で
，
Wv2 ／2　g とする必 要は な く，

一般 に 力学量か ら熱

量，電磁気量 な ど まで の 単位問 ｝C 　
一貫性を もたせ て ，た と

えば 1J は 1N ・m で ，　 lcal・＝4．18605　J の 場合 の よ うな 数

値係数カミは い っ て こ ない の も SI単位 の 特長 で あ る 。

　SI単位 の 導入 に 際 して は また，実用上解決しなけれぽ

な らな い 幾つ か の 間題が あ る 。 そ の 第
一

は ， SI単位 が上

述の kgf の ほ か に，併用 した り使用 した りす る こ とを望

ん で い ない 単位 の 取 り扱 い 方で ある 。 た と え ぽ 1y の 代

わ り に 1pm とす る の は 書きか え だ け の 問題 で あ るが ，

カ ロ リ
ー

（cai）の 代わ りに ジー， 一ル （J）を使 うの は 換算が

や っ か い で ある し （表一一11参照），
エ ル グ ， ダイ ン

， ポ ァ ズ

などの CGS 単位が使えな い の は 寂 しい 気 もす る （表
一10

参照）。 基本単位 で あ る熱 力学温度 の 単位 ケ ル ピ ソ （K ）は ，
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セ ル シ ウ ス 度と温度間隔 が等 しい の で 聞 題は少な い が （表

一一8参照），温 度を 表わ す とき に は フ ァ
ー

レ ソ ハ イ ト度 と同

様に わ れ われ に は使い に くい
〇 十進法 で ない 分，時，N と

い う時間 の 単位 も SI 単位 との 併用 は やむを 得ない もの と

思わ れ る が （表
一8参照），

こ れ は た と え ば雨 量 の 単位 と し

て mm ／h の 代わ りに mm ／ks を 考え る の は 実感 と して も

意味がない とい うべ きで ある。

　第二 の 問題と し て は また ， 慣行 されて い る た め に た とえ

ば応力の 単位 な ど を記さな い で 用 い る指数値などを どうす

る か とい う こ と演 ある 。 われ わ れ が トラ フ ィ カ ピ リテ ィ
ー

の 判定な どで 用い る コ
ーソ 指数 は ，もとは 米国で 70 とい

うよ うに lbf／in2単位 の 測定値を無名数 の ま ま 使 っ て い た

の を ， 現在わ が 国 で は 5 とい う よ うに kgf／cm2 単位 ｝こ

改め て使 っ て い るぶ，も し今後 SI 単位 を 用 い る と した ら

また 混乱す る こ とが 予想され る 。 こ の よ うな こ とは また，

鋼材 の 種類を 示す SS41 とい うよ うな 記 号で も同様に 問 題

とな る が ， それ は こ の 場合 の 数字が そ の 鋼材の 引張 り強さ

の 下限を kgf／mm2 単位 で 示 した もの だ か らで ある 。

　さ らに 第三 の 問題 と し て は，SI 単位 記 号 と土 質 コニ学で

慣用 され て い る各種の 量記号 との 重複を ど うす る か とい う

こ とが ある 。 た とえば ニ ュート ソ の N と，回 数，打撃数 な

どを 表 わす N との 使用 ひ ん度は と もに きわ め て 大 きく， そ

の ままで は ときに ま ぎらわ しい こ と も起こ る で あ ろ う。

　ま た 土質 工学 に 限 っ て 生 ず る変わ っ た 問題 と し て は ，従

来単位休積あた りの 重量 の 代わ りに ， 誤用が慣行化 されて

きて い る密度 と い う用語の 取扱い が 気に か か る D すなわ ち

現場的 な 使い や す さ もあ っ て
“

乾燥密度
” とい う用語ボ よ

く使わ れ るが ， こ の 単位 は tf／mS ま た は 9f／cmH で あ る

か ら SI 単位 では kN ／m3 とな り （（5｝式参照），密度 の 単位

t／m3 また は g／cm3 （表一14参照 ） とは ま っ た く異 な る の

で ，用 語を 正 確 に ， た と え ば
“

単位体積あ た りの 乾燥重

量
”

とする 必 要 が起 こ る と思わ れ る fvミ，こ れ が 長す ぎる と

した らあ るい は
“

乾燥単重
「1 な ど と し なけれぽ な らな い か

も矢口れない o

　結局の と こ ろ，学術，工 業 お よ び 教育界 を 含め て ，国 際

的 に 採 用 で き る 実用的計量単位 と し て 検討され ， 提案され ，

そ して す で に
一

部 の 国で は 使用 さ れ 始め た SI 単位 は ， 範

囲 を土 質工 学 の 周辺 に 限 っ て 考え て も ， 上 述 の よ うに さ ま

ざ ま な利点 と問題点 を含ん で い るが ， 今後 に わ た る 長い 目

で 見れば，わ が 国で も採用 しな い わ けに は ゆ か な い 情勢 に

● 表一12 土質工 学で 実用 されて い る単位 例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （L ：長 さ，T ： 時間，F ： 力，x ・
ン
・z ；整数 の べ キ 数）

LX

T ＝

FX

LXTY

LXFV

LXTVFt

調査密度 （ポーリ ン グ本M ／km2 ）；N 値 （回／30　cm ），　 Nsw 値 （半回転数／m ），ネ ジの ピ ッ チ （山／25．4mm ）、
比衷面積 （cm2 ／cm3 ）； 長 さ （m ），単位面積あた りの散布量 （mS ／m2 ）； 面 匱 （m り； 体積 （m り，断面係数

（cm3 ）；断面二 次 モ
ー

メ ソ ト （cma ）

周波数 （Hz ），計数率 （s
−1

），交通量 （台〆d）；時間 〔s）

単位重量あた りの 粒数 （粒／gf＞； 力 ・澄量 （kgf ）

加 速度 （cmi ／s ）； 速 さ （km ／h），透 水係数 （cm ／s），腐食度 （mm ／year ），雨 量 （mrn ／h）； 圧 宙係数 （cm2 ／

min ），透水量係数 （cm2 ／s ）； 流量 （1／min ）； 洗掘抵抗 （s／12．7cm ）

比体積 （cms ／gf ＞； 圧縮係数 （cm2 ／kgf），モ ーメ ソ ト ・仕 事 （kgf ・cm ）；線荷 重 （tf／m ），表面張力 （gf／cm ）；

応 力
・
弾性係数 （kgf 〆cm2 ），腐食性 （mgf ／cm2 ），突固め仕事量 （kgf・cm ／cm ；

）； 単位体積あた りの 重量

（gfXcm3 ），切 削強度 指数 （gf ／cm り，地盤 係数 （kgf／cm3 ）

工 率 （kgf ・m ／s）；粘度 （kgf・s／rn2 ）
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表一13 土 質 工 学 で よ く 用 い る 単 位

量 ［現 用 単 位
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間

時
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／mincm

／s

｝

単 位 　の　換 算

1°；（πノ180）rad

1，＝（π！10800）rad

1’厂＝（πノ648〔Kヌ））rad

lkm ＝10Um

1cm ＝10
−2m

lmm ＝10
’3m

lμm ＝10一6m

ユkm 』 106　m2

1ha ＝IU引 m2

1a ≡102　m2

1cm2 ＝1014m2

1t＝10
−Srn 詠

1cm ：＝＝1ml ＝10
−6mS

1min ＝60　s
lh ＝3．6ks
ld ＝86．4ks

lkm ！h＝（1／3．6）km ／ks

1cm ！s＝1 
一2

　m ！s

1Gal ＝1D
一2m

／s2

1MHz ；106　Hz

lkHz ＝103　Hz

｝

ltf；9．呂06邸 kN

lkgf ・＝9．80665N
lgf ＝9．80665mN
ldyn ＝10

−SN

1tf／m3 ＝1gf ／cm3 ≡9．80665　kN ！m9

1tf・m ＝9．80665kN ・m
lkgf ・m ＝9，8〔略6d「　N ・m
lkgf ・cm 需98，0665　mN ・m

lkgf 〆cm2 ＝98．0665　kN／m2

1tf／m2 ・・9，80665kNXm2
1gf ／cm 』 98．0665　N ／m ！

ユ atm ・＝101．325　kN ／m2

1mmHg ＝
（101325／760）N／m2

1tf／m ＝9，8（665　kN 〆m

lcP ＝10N ・s ／m2

1gf ／cm
＝0．9瞞 N加

玉 kgf・cm ＝98，0665　mN ・m
lca1 ＝：4．18605J

1m3 ／min ＝（1〆60）mHfs

lt／S＝：10
−3m3 ／s

ll／rnin ＝（1 
一3

〆60＞m3 ／s

lkgf ／cm2 ＝98．0665kN ／m2

1kgf ／cm3 ＝9．8〔665　MNfm9

1cm2 ／kgf ＝（102！9，SO665）m2 ／MN

lcm ！
／gfi ＝（工02／9．8〔665） m2 〆kN

lcrn2 ／s＝10
−1

　m2 ／ks
lcm2 ／min ＝（10

−2
〆6）m2 ／ks

lm2 ／d＝：（10一if8．64）m2 ／ks

lcm2 ／d＝（10
−5

／S．64）m2 ／ks

lcm ！S・・10
−2m ／s
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表
一．−14 ふ 　っ 　 う　 の 　SI 単 　位 5》tS

）

空

間・
時

間・
周

期

現

象

力

学

熱

電
気
・
磁
気
。
光・
物
理
化
学
そ
の

他

量 量 記 号

平

立

長

面

体

時

角

速

加

周

回

面

体

速

速

波

転

かほαー．角

毀

潔

　

ぴ

ω

’

AVt

角

さ

積

積

間

度

さ

度

数

数

質

密

量

度

力，　 　 重 　 　量

力 の モ
ー

メ ン ト

圧力，応力，弾 性 係数

率

ト

数

度

　

ン

　

づ

係

縮

モ欲

面

　

面

圧

断

断

粘

度粘動

力

事

率

　

仕

張

一，
　

ギ

面

ル

　

ネ

衷

工

工

度

度

隔

数

量

率

冖

熱

温

温

間

係

乳

学

　

　

張

熱

　

　

　

　

　

ト

力

用

度

膨

陰

伝

ソ

熱

常

温

線

熟

熱

工

潜

流

荷

位

量

抗

ス

度

束

ス

度

束

度

数

度

期

濱

　

　

　

　

　

ン

　

　

　

ソ

　

電

電

容

抵

タ

密

　
タ

　

　

濃

　

鑑

　

　

ク

　

ク

　

　

ル

　

減

面

気

圧

電

気

〃

束

〃

　

　
．

電

電

電

静

電

＝

磁

磁

イ

光

光

照

モ

モ

半

断

質 量 減 弱 係 数

計 　 　 数　 　 率

ω

Vaf

辱
n

m

ρ

F ，P ，WMP

σ，E

WIZ

η

　

W
σ

AP

Ttt

α

QKSJ

　

　

　

　

　

　

　

M

　
F

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

％

m

IQVCRGBOLI

ρ

E

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

臨

CT

σ

μ

単 位 　の 名 　称 常 用 単 位 の 単 位 記 号
「

備

rad ，　 mrad ，μ rad

isrl
・。 ，。 ，、鵬 mm ，。 m ，　nm

km2 ，　 dam2，　 m2 ，　 cm2 ，　 mm2

m3 ，　 dm3 ，（の，　 cm3 ，　 mrnS

ks，5，　 ms ，μs，　 ns

　日 （d）、時間 （h），分 （min ）

rad ／sm

／sm

／呂
2

考

ソアジラ

ソ

レ

レ

レ

　

ノ

　
ノ

　

　

ノ

ア

　

ト

ト

ジ

ト

一
冖

ラ

　

メ

メ

　

冖
テ

　
方

方

ス

メ

平

立

秒

ラ ジ ア ン 毎 秒

メ ー　ト ル 毎 秒

メ
ート ル 毎秒毎秒

へ

回

　

キ

ル

毎

ッ

秒

　 　 ロ 　 グ　 ラ　 ム

キ 卩 グラ ム 毎立方 メ
ー

トル

ニ　 ュ　 ー　 ト　 ソ

ニュー　トy メ ー　トノレ

ニ
ュ
ートン 毎平方メ

ートル

平方 メ ートル 毎 ＝」一トソ

メ
ー

　F ル 4 乗

メ　
ー

　ト ル 3 乗

二 s 一トン 秒毎平方 メ
ートル

平 方 メ ートル 毎秒

二
；
一
　トソ毎 メ

ー
　ト ！レ

ジ 　　ュ　 　ー　　ル

ワ　　　 ッ　 　　 ト

ケ　　 ル 　 　ビ　　 y

セ ル シ ウ ス 度

ケ 　 　ル 　 　 ビ 　 　 ン

毎 　ケ　 ル 　 ピ 　ン

ジ　 　ェ 　
ー

　 ル

ワ ッ ト毎 メ
ートル 毎 ケ ル ピ ソ

ジ ュール 毎 ケ ル ビソ

ジ p
一ル 毎キ 卩 グ ラ ム

ア

ク

ボ

7

オ

ジ

ウ

テ

ヘ

カ

ル

ル

モ

ぺ

卩

ソ

一

ル

ア　 　 ラ

一
　 　メ　 　ソ

工　　　　冖

ス

リ

デ

メ

ソ

ン

一

ク

ア

ン

ト

ド

ム

ス

バ

ラ

一

ラ

ソ

ス

ル

モ ル 毎立方 メ ートル

秒

平 方 メ
ー ト ル

平方 メ
ー

トル 毎キ 卩 グラ ム

計 　 数 　 毎 　 秒

THz ，　 GHz ，　 MHz ，　 kHz ，　 Hz
s
−1，回毎 分 （min

−1
）

Mg ，（t），　 kg ，9，　 mg ，μ9

Mg ／m3 ，（t／m3 ），　kg ／m3 ，　 kg〆dm3 ，
9 ／cm3MN

，　kN ，　 N ，　 mN ，μN

MN ・m ，　kN ・m ，　N ・m ，　 mN ・m ．μN
・m

GN ／m
窪、　 MN 加

2，　 kN 〆m2 ，　 N／m2 ，
mN ／m2 ，μN ／m2

m2 ／Nm4

，　 cm4m3

，　 cm3N

・s／m2 ，　 mN ・s／m2

m2 ／s，　 mm2 ／s

N ／m ，mN ／m

TJ ，　 GJ，　 MJ ，　 KJ，　 J，　 mJ

GW ，　MW ，　kW ，　 W ，　 mW ，μW

K
°CK
，°CK
−

！，°C−1

TJ，　 GJ，　 MJ ，　 KJ ，」，　 rlJ

W ／（m
・K）

kJ／K ，」／K

MJ ／kg，　 kJ／kg，　 J／kg

kA ，　A 　mA ，μA ，　 nA ．　 pA
kC，　C，　μC，　 nC ，　 pC
MV 、　 kV ，　V ，　 mV ，μV

F，mF ，μF ，　 nF ，　 pF

G∫≧，Mn ，　 kΩ ，Ω ，　 m Ω ，μ
n

kS ，　 S，　 mS ，μS

Wb ，　 mWb

T ，mT ，μT 、　 nT

H ，mH ，μH ，　 nH ，　 pH
cdlmh

【

molmo1

／m3 ．　 mo1 ！t

8m2m2

／kgs
’1

　 　 π

1°＝　 　 　 　 rad
　 　180

卩μ m 置1 μ

ll＝＝10−3m3

週，月，年も一般に 用い られ る

漂準 自由 落下 の 加 速 度

9n ＝9・80665　mls2
1Hz ＝ls−L

lt＝103kg

1N ・・1kg ・m ／s2 ，1kgf ＝9．80665　N
lkgf ・m ＝9．8〔略65N ・m
lkgf ／m2 ＝9．　SO665　Nfm2

1m2 ！kgf 冒（1／9．80665）m2fN

1P （ボ ア ズ）t ・ldyn ・s／cm2
　　　　　 ＝0．1N ・s ／m2

1St （ス トーク ス ）＝1crn2／s

　　　　　　　 ．・10−4m ？／s

lgt ／cm ＝O．980665　N ／m

lJ＝1N ・m ，1cal≡4．18605J
lW ＝IJ ！s

1℃ ＝1K

1C ＝1A ・S
lV ＝1W 〆A

lF ＝・1CfV
ln ≡1VfA

IS ＝1A ／V

lWb ＝lV ・s
lT ＝＝1V ・s／m2
1H ＝1V ・

s／A

11m ＝1cd ・
sr

llx＝1旦m ／m2

「、N （齪 ）＝、1。・ m 。 IXm ・

1b （バ ーソ 〉＝！0
凾2sm2
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あ る とい うべ きで あ ろ う。

5． 土質工 学で よ く用 い られ て い る単位 と

　　そ の SI 単位 へ の換算

　土質工学で よ く用 い られ て い る単位を ， た とえば 「土質

試験法 」 と 「土質調査法」 （1969年と 1972 年に 土質工 学会

発行）の 中か ら拾 っ て み て も， Jlss） や ISO の 勧告書
6〕

に

決め られ て い る一
般的な もの から， 土質工 学的なもの ま で

に わ た っ て きわ め て 種類ボ多 い が，まず後者OCつ い て お も

な もの と変わ っ た もの を選び出 し， 従来の重力単位 に よ る

デ ィ メ ソ シ ョ ン 別 に整理 した の が表一t2である。 ま た こ れ

ら の 中 で と くに 主 要 な もの に つ い て ， SI単 位 との 換算式を

表一13に示 した 。 さ ら 1こ これ らの 中 の 4種 に つ い て ， 換算

関係を 図 示 した の カ｛図
一2 で あ る 。 な お こ の 表 に お け る SI

接頭語 の 利用 に 関 して は，ヤード・ポ ソ ド系統 の 単 位 を SI

単位に換算して すで に 実用 して い る G60techniqueその 他

の 英国 の 文献を参考と し た
V ・7）

。

　最後に わ れわ れ の 分野 で ふ つ うに よ く用 い られ る SI 単

位を ， 念の た め に
一

括 して 表示 した の が衰
一14で あ る。

6． あ と が き

　以上 に 最近に わ か に 実際問 題 と して身近 に 現わ れ て きた

新しい SI 単位 の 使用問題 と関連 して ，
　 SI単位その もの の

概要を紹介す る と ともに，今後土質工 学 の 分野 で 実用する

場合 の 問題点に つ い て も解説 し て み た 。 読者 に い さ さか で

も参考と して い た だ ければ 幸い で あ る 。

）5

）6

7）

　　　　　　　　 参　考　文　献

JIS　Z　8202 量記号お よび 単位記 号お よび 同解説， 目本規格協

会 ， 72p ．，1970，12
1SO／R　1000　 SI　Units 　 and 　 Recommendatlons 　 for　the

Use　 of 　 Their　 Multiples　 and 　 of 　 Certain　Other　 Units，
International　 Organization　ter　 StandardiZation、24　P．，
1972F

．Walley ： Metrication，　 Proc．　 Instn　 Civ，　 Engrs．，
Vo1．40，　May ，　pp ．109〜124，1908．6

　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿受 理 　1973．3．26）
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近 着 の 市 販 雑 誌 か ら

コ ン ス トラクシ ョ ン 　1973．4　（重 化学工 業通 信計 ）

　国鉄 中津 川 線 神坂 ト ン ネル の 地質 に つ い て 　　 　　 　 鉄木　邦 雄

　山陽新幹線北九州 トン ネル （井 堀工 区） の 機械化施工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 飯塚　
一

力他 2名

地 質調査 に お け るボーリ ン グ の 錐進速度測定 とその 解 析的利用

　　 ＜ メ ィコン BSR −305 に つ い て 冫

　無騒 音 ・無 振動杭打工 法 の 試験 工 事報 告

　　 〈 東京，新 宿で の 公 開実 験 を 中心 に 〉

施工 　1973．2　（彰国社）

舅野喜正裕他 2名

大 阪大林 ビル の 施工 （各種改良工 法 と開 発，採 用 した

超 高層 ピ ル の工 事）

橋場 　信吉

新開　信之他 2名

超高層建築に お ける逆打 ち用構 真台柱 の 施 工 （中）

　　大 阪データ 通信局舎の 建設
一3

　大 型 機械化型枠 （LMF ）工 法の 開発

施工技術　1973．4　（日刊工 業新聞社 ）

日本電信 電話公 社 建築 局

　　　　　 桜井　三 夫

地 下埋 設 管の 安全性一都市 の 物 流施設と 1−、て の パ イ ブ ラ イ γ

　 マ ナ グ ア地震

土木技術　1973．4　（土木技術社）

　新 しい 軟弱地盤 改 良工 法 （2 ）

　生石灰を用 い た新 しい 地 盤安定 処理

　　　村上 　処直

村上 　処 直他 1名

　　　奥村　樹郎

小野　　学 他 2 名

最近の着 目すべ き施工 法一ソ レ タ ン シ ュ注入 工 法一

土木施工　1973．4　（山海堂）

　沈 設工 法 に よ る 暗 きょ の 施工 に つ い て

　わ か りや す い 地 すぺ り防 止技術

道路建設　1973．3　（日本道路建設 業 協 会）

　新 しい 道路工 学 テ キ ス トをめ ぐって

道路 　1973，3　（目本道路協 会）

　石油パ イ プ ライ ン の 耐震技術基準

酒井　文雌他 1名

高野　義武

渡　　正 亮

植下　　協

大 久保忠 良

O 土 の判 別分 類 法基準 化委員 会　（48．3，22）
　（1） 「土質分類法」 会告に つ い て

　（2｝ 委員会終了に 伴 うまとめ と今後の 方針

　  　「土 と基礎」講 座原稿の 検討

O ア
ース ア ン カ

ー委員会　（48．3．23）
　（1｝ ア ース ア ン カ ーア ン ケ ート項 目の 最 終 決定

　  　ア ン カ ー用 語 に つ い て継 続 討議

　（3） 試険方法，種類に つ い ての 検討

O サ ン プ 1丿ン ゲ研究委員会　（48．3．27）
　（1） 硬 質粘 土 の サ ン プ リ ン グ に 関す る と りまとめ

　  　昭和 48年度の テ ーマ 「硬質粘土お よび海底土 の サ ン プ リ ン グ の

　　　研究 」の 進め 方

O調査部会 　（48．3．31）
　（1） 昭秘 8年度調査部関係予算に つ い て

　  　第 8 回 土質 工 学研究発表会に つ い て

　   　第18回土 質工 学 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て

　（4） 土 の 判別 分 類法基 準 化委員 会の終了 報告

　  　「固定 ピ ス ト ン 式 シ ン ウ t 一ル サ ン プ ラ ーに よる乱 さない 試料

　　　採 取 法」の 董 準化 に つ い て

　  　学会保管の 文ma　・図 書の 整理 に つ い て の 報告

　  　調査部委員会へ の 事務局職員 の 出席お よび 議 事録作成 につ い て

　  　昭和48年度調査部会構成に つ い て

O 地中埋設管研究委員会 　（48．4．6）
　  　前回 委員会ま で に 要約 された 各資料に 関す る 自由討議

　（2） 今年度の テ ーマへ の 方 向付け

〇三 軸圧 縮試験基準化委員会 　（48，4．9）
　（エ） 今年度 の 詳細 な活動計 画 の 決定

　（2） 提出資料，文献の報告

　（3） セ ン 断試験法委員会の 資料 の 検討
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